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筑波大学を含めた国内 3施設にて 2008年から 2013年までの間に 3次元心エコー検査がおこな
われた、LVEFの保たれた AS 265例が対象とされた。3次元心エコー法および 2次元modified 
Simpson法により測定された AVAと 2次元 Doppler法による AVAについて、大動脈弁通過血流







3次元心エコー法・2次元 Simpson法による AVA測定の精度；3次元法による AVA3D、2次元
Simpson法による AVASimpは、Doppler法による結果と比較して有意に低値であり、peak Vとは
中程度の相関が示された。Peak V > 4.0m/sを重症とすると、AVA3D、次いで AVASimpが高い検出
力を示し、特に S字状中隔例で優れた感度が示された。また著者は、peak V > 4.0m/sを検出する
のに最適な AVA3D、AVASimp、AVADopのカットオフ値を推定した。AVADopにより中等度 ASと診断











































平成 29 年 1 月 6 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項についての質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
